
（1）広報「おんが」

広‾報∴I一二＿三幸

お‾二一一ん三」が
発　行　昭和50年6月10日　　発行所　遠賀町役場燕落涙　　印　刷　冷牢固印刷合資会社

∴：　∴ �×一。　　一意墨＿ ��� � � � �熊‾／、霊 �∴∴∴ 、‾、＼3 

㍗十　一　、、翌琴品格。 ����� �※ 

，ゝ弁／／ ����欝享／－溜 �� �� 
∴： 多＼）（／＄ � �／幾 「 ／芳滋 ∴一二∵ ∴∴一∴∵∴ ∵ ／撥 ��導 窮 ∴∴∴ ∴ �激葉 子∴ �∴∴∴　∴∴言∵ ∴∴ ∴∴∴∴∴∴∴∴∵∴ 擬態灘醗醍醸 

r「 （／懸 ���� �� � 
∵　∴∴∴　∵∴；∵∵∴一 

蕊i／ 

北九州市の交通公園にて交通指導を受ける遠賀中央幼稚園児達
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人のうこき（諾繕昏基）

人　　口　10．443人　（一6）

男　　　　5．005　　（－2）

女　　　　5，438　　（一4）

世帯数　　2，929　戸　（一十5）

（）肉は前月　比

去］＿i七囲　＿　　6月のこよみ
日∴∴日
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自転車は、あの角、この角、手前でストップ

福
岡
県
で
は
六
月
を
環
墳
月
間
と
し

て
生
活
瑛
塊
を
き
れ
い
に
す
る
通
勤
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
自
分
達
の
生
活
環

塊
は
自
ら
よ
く
す
る
よ
う
に
特
に
次
の

こ
と
を
守
っ
て
地
域
ぐ
る
み
て
環
璃
攻

落
連
動
（
通
路
・
潤
の
清
潔
・
公
園
広

場
の
手
入
れ
等
）
を
実
践
し
て
「
明
る

く
清
潔
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

ヶ
ゴ
ミ
の
持
帰
り
連
動
．

1
道
路
や
川
な
ど
に
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
み
ん
な
の
広
場
や
公
園
を
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う
。

3
海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
．
ゴ
ミ

の
後
始
末
を
キ
チ
ン
と
や
り
ま
し
ょ

＿
つ
0

4
革
の
中
か
ら
、
歩
き
な
が
ら
菓
子
の

包
み
紙
や
煙
賞
の
す
い
か
ら
等
を
投

げ
捨
て
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

．
清
掃
作
業
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
4

1
ゴ
ミ
は
定
め
ら
れ
た
目
時
錫
所
に
正

し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

2
ゴ
ミ
を
不
法
投
薬
し
て
い
る
人
が
あ

れ
ば
弱
気
を
持
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ

ヽ
7
0

3
デ
ハ
ー
ト
、
商
店
で
は
過
剰
包
装
を

止
め
ま
し
ょ
う
。

。
河
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
●

福
岡
県
地
区
衛
生
連
合
会
で
は
河
川

浄
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
河
川
の
浦

都
と
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
絶
滅
を
県

民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
河
川
美

化
思
想
の
認
識
高
揚
に
つ
と
め
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
連
動
に
よ
っ
て
、

地
域
毎
に
河
川
を
守
る
会
が
組
織
さ
れ

洒
浄
な
流
れ
を
と
り
も
ど
し
て
い
ろ
例

も
で
き
ま
し
た
。

次
の
こ
と
を
み
ん
な
で
守
っ
て
町
内

の
河
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

1
多
丑
の
洗
剤
を
む
や
み
に
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。

2
台
所
の
汚
れ
な
ど
雑
物
は
取
り
除
い

て
排
水
は
浄
化
槽
を
経
て
流
し
ま
し

よ
ー
つ
。

3
工
場
、
単
葉
所
か
ら
の
汚
水
は
衛
生

的
に
処
理
し
て
流
し
ま
し
ょ
う
。

4
水
洗
便
所
は
正
し
く
寓
理
し
ま
し
ょ

ス
ノ
e

5
水
田
等
で
使
用
し
た
殿
薬
袋
等
は
持

帰
っ
て
焼
卸
し
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
衛
生
係
）

［ゴ
ミ
収
集
と
し
尿
汲
振

り
に
つ
い
て
お
願
い

ゴ
ミ
の
収
集
日
は
次
の
と
お
り
で
す

月
・
木
曜
日
　
島
津
、
砦
松
、
鬼
津
、

千
代
丸
、
広
渡
、
道
管
、
上

別
府
、
薯
梁
台
、
虫
生
津
、

東
町
、
西
町
、
老
良

火
・
金
棚
田
　
別
府
、
今
古
賀
、
遠
鉄

川
、
新
町
、
旧
僻
、
広
波
の

一
郭
、
上
別
府
の
一
都
、
木

守
、
浅
木
、
虫
生
津
（
新
屋

敷）

※
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日

毎
月
、
第
二
水
曜
日

※
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
日
（
各
区
の
き
め

ら
れ
た
場
所
）

毎
月
　
第
四
水
曜
日

燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
選

別
が
悪
い
た
め
、
ゴ
ミ
焼
却
場
で
完

全
燃
焼
を
し
な
い
の
で
大
変
因
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
焼
却
日
程
が
く

る
っ
て
末
端
取
壊
ま
で
変
る
こ
と
も

お
こ
り
ま
す
。
そ
こ
で
各
家
庭
か
ら

ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
き
選
別
に
充
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

◎
正
し
い
ゴ
ミ
の
わ
け
方

燃
え
る
も
の

厨
芥
類
（
た
へ
の
こ
り
）
紙
、
布
、

竹
類

燃
え
な
い
も
の

金
属
類
、
ガ
ラ
ス
、
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク

陶
磁
器
な
ど

粗
大
ゴ
ミ
（
大
型
家
彊
廃
品
）

皆
兵
、
建
具
、
自
転
車
、
マ
ッ
ト
な

ど
◎
注
　
意

①
収
集
日
の
軌
、
7
時
か
ら
8
時
ま
で

に
出
し
て
下
さ
い
。

②
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な
い
も
の
の
選

別
を
充
分
し
て
下
さ
い
。

⑨
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
、
日
は
し
っ
か
り

績
ん
で
出
し
て
下
さ
い
。

④
か
さ
ば
る
も
の
は
（
ポ
ー
ル
箱
等
）

小
さ
く
ま
と
め
て
出
し
て
下
さ
い
。

⑤
で
き
る
だ
け
水
分
を
少
く
し
て
出
し

て
下
さ
い
。

◎
特
別
に
出
る
ゴ
ミ

家
屋
の
解
体
等
に
よ
っ
て
特
別
に
出

ろ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
等
は
各
自
で

焼
却
拗
（
芦
屋
町
大
君
）
ま
で
持
っ
て

行
っ
て
下
さ
い
。
（
長
さ
三
米
）
こ
の

場
合
、
役
揚
衛
生
係
で
散
人
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
。
（
1
佃
当
、
四
円
の
使

用
料
襲
）

◎
し
尿
温
振
り
に
つ
い
て

新
規
申
込
み

転
入
又
は
転
居
し
た
と
き
は
「
く
み

取
り
申
込
書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

用
紙
は
役
場
衛
生
係
に
あ
り
ま
す
。
届

出
が
な
い
と
汲
取
り
で
き
ま
せ
ん
。

◎
人
員
異
動
の
届
出

転
出
入
、
出
産
、
死
亡
な
ど
で
人
員

が
共
助
し
た
と
き
は
届
出
て
下
さ
い
。

注
慈
謡
項

①
く
み
取
り
の
確
認
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た
を
あ
げ
て
見
て
下
さ
い
。

②
く
み
取
り
巾
に
水
を
投
入
し
な
い
で

下
さ
い
。

⑧
く
み
取
り
後
の
水
は
バ
ケ
ツ
二
称
ま

で
に
し
て
下
さ
い
。

④
手
数
料
は
つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

⑤
留
守
家
塵
は
手
数
料
を
隣
り
の
人
に
。

あ
づ
け
て
下
さ
い
。
（
二
回
以
上
手

数
料
を
払
わ
な
い
と
吸
取
り
停
止
）

へ
保
健
街
先
係
）

高
額
医
療
の

実
施
に
つ
い
て

潤
和
5
0
年
一
月
一
日
か
ら
、
遜
病
や

入
院
な
ど
で
同
じ
月
内
、
同
じ
病
院
や

診
撒
所
で
一
人
の
被
保
険
者
の
臼
己
負

担
金
（
3
割
）
が
3
万
円
を
こ
え
た
と

き
は
、
そ
の
こ
え
た
部
分
に
つ
い
て
、

合
繊
が
あ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
も
、
も
ち
ろ
ん
保
険
に
よ
る
診
旗

だ
け
で
た
と
え
は
陣
の
治
癒
で
保
険
の

対
象
と
な
ら
な
い
商
価
な
金
属
を
用
い

た
と
か
、
入
院
で
特
別
室
科
を
払
っ
た

と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
高
額
医
療
費

の
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

前
額
医
饗
の
支
給
を
受
け
る
に
は
役

場
国
保
係
に
次
の
よ
う
な
手
続
を
し
て

下
さ
い
。

「
∴
高
額
医
轍
穀
の
支
給
手
続
に
挽
行

す
べ
き
沓
類
等

一
都
負
担
金
の
領
収
明
細
啓

印
鑑

保
険
者
諦

二
、
申
請
及
び
支
給
の
時
期

巾
請
は
診
療
月
か
ら
2
ケ
月
以
内

に
す
み
や
か
に
提
出
さ
れ
る
こ
と

を
森
盟
し
ま
す
。

支
給
は
診
療
月
か
ら
2
ケ
月
以
後

と
な
り
ま
す
（
レ
セ
プ
ト
碓
鶉
の

都
合
上
）
。
支
給
日
は
ハ
ガ
キ
、

概
誠
に
で
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

穏
酬
別
当
」

「「滝瓦

毎
月
、
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日

の
丘
の
つ
く
日
に
遠
賀
町
商
工
会
の
中

で
皆
様
方
の
税
金
等
、
税
に
つ
い
て
の

い
ろ
い
ろ
な
御
相
談
に
応
ず
る
た
め
税

理
士
の
方
が
お
出
に
な
っ
て
税
務
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用

し
て
戴
く
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
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規則正しい生活と親子の対話で非行防止

子
供
を
水
の
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

四
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
の
制
度
が

一
都
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
印
鑑
の

偽
造
や
盗
用
な
ど
の
朝
敵
を
防
ぎ
、
み

な
さ
ん
の
権
利
や
財
産
を
守
る
の
か
目

的
で
す
。

四
月
二
十
一
日
か
ら
新
た
に
印
鑑
登

録
を
す
る
人
に
手
帳
（
印
鑑
登
録
謡
）

を
発
行
し
ま
す
。
い
ま
ま
で
に
印
鑑
登

録
を
し
て
い
る
人
は
登
録
し
て
い
る
印

鑑
を
九
月
一
二
十
日
ま
で
に
持
参
し
て
切

り
替
え
を
す
れ
ば
手
帳
を
お
渡
し
し
ま

す
。
又
は
、
代
理
人
に
頼
ま
れ
る
時
は

自
筆
の
委
任
状
を
又
は
代
理
櫛
授
与
通

知
密
を
代
理
人
に
持
た
せ
て
下
さ
い
。

尚
、
こ
の
制
限
内
に
切
替
え
の
手
続
き

を
し
な
い
場
合
は
現
在
の
印
鑑
蛮
録
を

取
り
消
し
ま
す
の
で
新
規
に
登
録
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
手
帳
に

は
、
ま
ん
い
ち
紛
失
し
た
時
な
ど
に
悪

用
さ
れ
な
い
た
め
、
住
所
、
氏
名
は
記

入
し
な
い
で
登
録
番
号
だ
け
を
表
示
し

て
い
ま
す
。
印
鑑
証
明
番
が
必
要
な
と

き
は
、
こ
の
手
帳
を
持
参
し
窓
口
に
櫛

付
け
の
申
請
強
に
添
え
て
申
請
し
て
下

さ
い
。
実
印
を
提
出
す
る
必
婆
は
あ
り

ま
せ
ん
。
又
、
代
理
人
に
依
頼
す
る
と

き
は
、
こ
の
手
帳
と
芙
即
を
押
し
た
（

委
任
状
又
は
代
瑚
樅
授
与
通
知
許
）
を

代
理
人
に
持
た
せ
て
下
さ
い
、
こ
の
場

合
に
も
登
録
し
た
印
鑑
を
持
っ
て
く
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
住
民
潤
し

例
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
子
供

の
水
の
郎
散
が
多
く
な
り
ま
す
。

昨
年
中
、
県
下
で
水
の
揖
故
で
亡
く
な

っ
た
子
供
は
七
十
一
人
で
、
そ
の
内
四

十
一
人
（
五
十
八
％
）
が
こ
の
時
期
に

死
亡
し
て
い
ま
す
。

水
の
薙
故
を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
は
次

の
こ
と
に
特
に
注
思
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
幼
児
か
ら
常
に
白
を
離
さ
な
い
よ
う

心
か
け
ま
し
ょ
う
。

◎
イ
カ
ダ
遊
び
や
、
小
さ
い
子
供
だ
け

の
「
水
遊
び
」
は
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◎
近
所
に
危
険
な
用
水
卿
、
川
、
池
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
子
供
に
危
い
瑚

由
を
よ
く
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
謡
牧
が
起
き
た
ら
、
大
声
で
近
く
の

大
人
に
救
い
を
求
め
る
よ
う
教
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
年
度
（
自
衛

隊
員
）
の
募
集
計
画
に

つ
い
て

一
、
発
無
期
聞
及
び
嫁
錐
人
員

の
男
子
（
二
等
陸
、
漉
、
空
士
）

※
第
一
次
募
集
期
間
昭
和
市
十
笹
四
月

一
日
か
ら
同
好
六
月
ニ
ー
十
日
ま
で

☆
第
一
次
募
集
人
員
∴
醒
三
九
〇
〇
人

源
一
一
五
〇
人
質
二
五
〇
人

※
第
二
次
製
菓
鄭
闘
昭
利
五
十
位
七
月

一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
日
ま
で

☆
第
一
一
次
募
集
人
員
　
陛
卿
0
0
0
人

海
　
九
五
〇
人
　
望
　
九
〇
〇
人

※
第
三
次
募
集
期
間
　
昭
和
五
十
年
十

月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で

☆
第
三
次
募
集
人
員
∴
陸
三
〇
〇
〇
人

海
　
七
〇
〇
人
　
空
　
し
0
0
人

※
第
四
次
募
集
期
間
　
昭
和
五
十
一
年

一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

葦
第
四
次
募
集
人
員
∴
陸
六
八
〇
〇
人

海
一
四
五
〇
人
　
里
一
四
〇
〇
人

の
女
子
（
二
等
陸
士
及
び
二
等
空
士
）

※
第
一
次
募
集
別
間
　
昭
和
五
十
年
四

月
一
目
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま

で
（
二
等
海
士
を
除
く
）

ぶ
第
一
次
募
集
人
員
　
陸
一
〇
〇
人

生
　
五
五
人

※
第
二
次
募
集
期
間
　
昭
和
五
1
年
十

月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
円
ま

で
☆
第
二
次
発
媒
人
員
∴
陸
　
二
〇
〇
人

望
　
五
五
人

二
、
応
馨
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
才

以
上
二
十
五
才
未
満
の
日
本
国
鰭
を

布
す
る
者
で
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
中
学
校
卒
業
澄
度
の
学
力
を
有
し

、
か
つ
自
衛
隊
法
第
三
十
八
条
に
定

め
ろ
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

三
、
試
験
科
目

中
学
校
卒
薬
種
度
の
学
力
に
つ
い
て

行
う
簿
記
試
験
（
国
語
（
作
文
を
含

む
）
数
学
及
び
社
会
）
身
体
検
査
、

適
性
検
奔
及
び
口
述
試
験

れ
危
い
銃
や
刃
物
を

招
　
　
追
放
し
ま
し
ょ
う
一

〝

く

〉

i

）

）

、

′

～

、

〟

昌

ノ

q

i

y

最
近
、
県
下
で
銃
や
刃
物
を
使
っ
た

部
件
が
多
く
発
蛙
し
て
い
ま
す
。

聾
寮
で
は
、
こ
の
よ
う
な
部
件
を
防
ぐ

た
め
に
六
月
中
を
〃
凶
器
追
放
月
間
〃

と
し
て
許
可
（
登
録
）
の
な
い
銃
や
刃

剣
、
又
は
不
要
な
刃
物
類
の
所
持
や
轢

蹄
に
つ
い
て
強
力
な
取
締
り
を
行
う
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
、
槌
さ
ん
に
は
次

の
こ
と
に
つ
い
て
御
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

⑤
家
庭
で
包
丁
な
ど
を
使
っ
た
後
は
目

立
た
な
い
よ
う
に
保
鮮
し
ま
し
よ
う

③
銃
や
刃
物
観
を
持
ち
歩
く
怪
し
い
人

を
兄
た
ら
す
ぐ
欝
繁
に
届
け
ま
し
ょ

、つ○

○
銃
や
刃
物
類
を
発
見
し
た
り
拾
っ
た

と
き
は
す
く
謡
寮
に
届
け
ま
し
ょ
う

⑤
許
可
を
受
け
た
銃
や
刃
物
類
は
盗
ま

れ
な
い
よ
う
安
全
な
掲
所
に
保
篤
し

ま
し
ょ
う
。

i

i

　

　

、

十

i

I

 

I

。

－

i

 

i

 

i

　

ヽ

　

i

 

i

 

i

i

i

 

I

　

　

　

　

　

1

ヽ

　

、

i

 

i

　

＼

　

　

　

i

移
　
軽
自
動
車
の

〈　　　　検査について

水
洗
便
所
は
正
し
く

管
理
し
ま
し
ょ
う

水
洗
便
所
は
薬
品
投
入
や
汚
泥
滞
部

を
し
な
け
た
ば
な
り
ま
せ
ん
。
′
設
摺

者
の
義
務
）
こ
れ
ら
の
鮮
理
が
愁
い
と

隣
り
近
所
の
迷
惑
や
河
川
を
よ
こ
し
、

生
活
環
輔
を
い
ち
じ
る
し
く
悪
く
し
ま

す
の
で
充
分
に
注
憩
し
て
下
さ
い
。

（
保
健
得
色
係
）

現
布
、
軽
自
動
車
届
出
済
証
で
通
行

さ
れ
て
い
る
、
軽
自
動
車
は
昭
和
四
十

八
年
十
月
一
日
か
ら
政
令
で
定
め
ろ
期

限
に
従
っ
て
、
照
和
五
十
年
九
月
三
十

日
ま
で
に
検
麓
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
然
し
、
こ
の
制
度
を
使

用
者
（
所
有
者
）
自
体
、
周
知
し
て
い

な
い
者
も
お
り
、
法
律
違
反
と
な
り
ま

す。

I

r

・

－

・

1

－

1

，

b

l

T

1

－

i

I

内
　
職
　
案
　
内

紙
的
葉
肉
職
公
共
職
業
補
導
所
で
は

次
の
と
お
り
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま

す。
1
蛾
稲
○
語
気
部
品
家
庭
内
職

○
装
飾
人
形
造
り

2
淡
稚
∴
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

お
討
ね
は
公
共
職
薬
補
導
所
へ

T
E
L
〇
九
二
－
く
七
五
一
－
〇
二
四
二

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
か
ら
勘
社
会
柄
創
協
頚
会
に

ご
詩
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
鯨
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
印
し
上
げ
ま
す
。

諒

牧
　
樽
床
安
太
郎
様

（
別
脆
）
相
灰
治
二
　
段

謝
剛
間
や
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毎月1日・20日は交通安全の日　第8日曜日は家庭の日

－
　
今
月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税
　
第
一
期
分

納
期
限
　
　
六
月
二
十
五
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

『

第
1
6
回
郡
民
体
育
大
会

8
月
中
旬
本
町
で
開
催

恒
例
の
郡
民
体
育
大
会
が
来
る
8
月

中
旬
に
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
身
近

な
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
町
民
の
博

様
も
ふ
ろ
っ
て
参
加
下
さ
い
。

選
手
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
遠
賀
郡
民
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者

で
あ
る
こ
と
。

⑪
昭
和
5
0
年
5
月
1
日
以
前
か
ら
ひ
き

つ
づ
き
郡
内
の
町
に
住
民
登
録
し
て

い
る
も
の
。

③
出
場
は
1
人
1
競
技
に
限
る
。

④
オ
ー
プ
ン
競
技
を
除
き
、
学
生
・
生

徒
の
参
加
は
認
め
な
い
。

⑤
青
年
の
部
⑦
昭
和
2
2
年
4
月
l
日
以

降
に
出
生
し
た
者
④
過
去
に
お
い
て

全
国
的
大
会
に
出
場
し
た
者
も
出
劫

で
き
な
い
。

実
施
競
技

⑧
陸
上
競
技
（
一
般
・
宵
軍
）
②
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
一
般
男
・
教
員
男
）

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
男
・
女
、
宵

年
男
・
女
）
④
軟
式
撞
球
（
一
般
）
⑤

卓
球
（
一
般
・
背
年
）
⑥
パ
ド
、
く
ン
ト

ン
　
（
一
徹
男
・
女
、
壮
年
男
・
女
）
⑦

梁
通
（
一
般
・
昔
年
）
⑧
剣
道
（
一
般

・
昔
年
）
⑨
弓
道
（
一
般
男
・
女
）
⑲

相
談
二
股
・
粛
軍
）
⑭
軟
式
野
球
（

一
般
）
以
上
Ⅱ
親
日

※
闘
い
合
せ
は
遵
賀
田
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
地
謡
・
㊤
一
二
三
四
（
内

線
⑳
番
に
し
て
下
さ
い
。

消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー

早
い
通
報
少
な
い
損
害

カ
ギ
で
切
り
揮
え
て

か
ら
一
一
九
を
ま
わ

回
言
彊
朝
雄

他
諦
器
を
は
ず
し
て

一
一
九
を
ま
わ
す
。

尊
周
ダ
イ
ヤ
ル
の
な

い
も
の
は
、
受
話
器

を
は
ず
し
十
円
託
を

入
れ
て
か
ら
一
一
九

を
ま
わ
す
（
通
報
が

終
る
と
十
四
話
は
も

一
曲
二
一
九
と
ボ
タ
ン

を
お
す
。

☆
蟹
的
火
災
、
救
急
発
生
状
況

（
S
5
0
・
1
・
1
～
5
0
・
4
・
5
0
ま

で
（
　
）
内
は
4
月
分
）

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

純

一
、
加
入
資
格
∴
太
町
居
住
者
で
高
校

出
以
上
の
者

一
、
会
∴
∴
挫
　
一
般
　
月
一
、
0

0
0
円
学
生
（
高
校

生
以
上
）

年
　
三
、
0
0
0
円

尚
、
加
入
申
込
み
等
く
わ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
遠
賀
川
井
口
敏
光
（
T

E
L
三
一
〇
六
一
〇
）
か
、
遠
賀
町
教

育
委
員
会
内
高
崎
（
T
E
L
三
－
二
一

三
四
内
線
六
〇
）
ま
で
連
絡
し
て
下
さ

い。

日
本
脇
炎
の
予
防
接
種
は

捻
り
ま
し
た
か
？

勤
労
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
部

員
の
真
筆
に
つ
い
て

万
一
、
自
分
の
不
注
憲
で
火
災
を
出

し
て
も
勇
気
を
た
し
て
知
ら
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
だ
け
で
、
あ
る
い

は
家
族
だ
け
で
も
み
消
そ
う
と
し
て
知

ら
せ
ろ
時
期
を
失
っ
て
し
ま
う
と
、
延

焼
拡
大
し
て
板
書
が
大
き
く
な
る
ば
か

り
か
尊
い
人
命
を
お
と
す
破
悪
の
蒋
態

を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
発
足
し
た

ら
す
ぐ
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

☆
鎚
話
の
種
類
と
か
け
万

国
」
講
評
当

園
・
藷
の
管
薯
（
店

の
人
）
に
た
の
ん
で

」
机
卑
引
「
剛
骨
組
寸
別

封
豊
朝
日
。
i

射
す
「
五
l
詰
可
研
「
紬

遠
賀
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
へ
野
球
）

ク
ラ
ブ
員
募
集
に
つ
い
て

l

 

l

 

l

 

t

　

　

　

　

，

〟

と

…

！

h

本
町
の
野
球
愛
好
者
I
C
よ
り
、
相
互

の
親
睦
と
体
位
向
上
の
た
め
に
標
記
の

野
球
ク
ラ
ー
フ
を
積
成
し
て
全
国
軟
式
野

球
連
盟
B
級
に
も
加
入
し
、
す
で
に
数

々
の
試
合
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
左
記
に
よ
り
放
く
町
内
の
野
球

愛
好
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
希
選
者
は
、
ふ
る
っ
て
加
入
さ
れ

か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
な

お
技
術
の
向
上
、
健
康
増
進
を
目
的
と

し
た
楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
多
数
御
参
加
下
さ
い
。

寵

「
資
　
俄
　
町
内
在
住
者
お
よ
び
町

内
郵
楽
所
に
勤
務
す
る

者
（
男
女
間
あ
ず
）

二
、
練
羽
目
　
毎
週
金
曜
日
十
九
時
よ

り
二
十
一
時
ま
で

二
一
、
塊
∴
所
　
説
賀
中
学
校
体
育
館

四
、
申
込
先
∴
遠
賀
町
役
場
内
矢
野
幸

男
三
－
一
二
三
四
内
線

一
二
八
番
又
は
面
接
体
商

館
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
本
脳
炎
は
三
、
四
年
を
周
期
に
猛

威
を
ふ
る
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
5
月
2
1
日
か

ら
6
月
柳
田
ま
で
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
か
な
り
接
頭
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お

ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

期
限
が
2
0
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
早
目
に
撲
理
さ

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
的
才
以
上
、
1
5
才
未
満
、
生
活

保
護
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
は
無
料

で
す
の
で
、
そ
う
い
う
方
は
、
役
勘
保

健
衛
生
の
窓
口
ま
で
無
料
券
を
受
け
取

り
に
来
て
下
さ
い
。↓

麿

具
体
議
書
巡
回
柏
餓

予
約
受
付
日
　
六
月
二
十
日

午
前
1
0
時
～
1
2
時

遠
賀
町
役
場
保
険
室

巡
回
相
談
日

と
き
　
六
月
二
十
七
日
1
0
時
～
3
時

と
こ
ろ
　
遠
賀
町
公
民
館

身
障
者
手
帳
、
印
鑑
、
簿
記
臭


